Research on Asymmetric Oxidative Dearomatization with Hypervalent Iodine by 中村 章彦

















Research on Asymmetric Oxidative 




































け、2 0 1 7 年 11 月 2 3 日開催の化学・生命化学専攻教室会議において概要書をもと
に指導教授から申請者の博士論文の内容について説明が行われ、申請者の博士学
位論文受理申請が承認された。同時に申請者の博士論文審査員（主査：中田雅久、
副査：鹿又宣弘、柴田高範）（以下、審査員）が選出された。その後、 2 0 1 7 年 1 2
月 2 1 日開催の先進理工学研究科運営委員会において、申請者の博士学位論文受理、
上記博士論文審査員が承認された。  
 申請者の博士論文の原稿は 2 0 1 7 年 1 2 月 2 7 日に申請者から審査員に提出され、
査読された。 2 0 1 8 年 1 月 2 0 日に開かれた公聴会では、申請者の博士論文に関す





博士論文は 2 0 1 8 年 1 月 2 4 日に化学・生命化学専攻連絡事務室に提出された。  
本論文は 6 章より構成されている。  





















香族化反応への適用について述べている。 1 ,4 -ジヨードベンゼンの 2 ,3 -位および
5 ,6 -位に (S ) -1 ,1 ′ -b i -2 -naphtho l がエーテル結合を含む 8 員環を介して結合した
C 2 対称性を有する化合物を立案し、ビナフチルの 3 ,3 ′ -位に置換基を持つヨウ素
試薬を含めて合成を行っている。その 3 ,3 ′ -位に置換基を持たない最も単純な構造
のキラルヨウ素化合物から超原子価ヨウ素試薬を調製し、 1-ナフトール誘導体の













したがって、本論文は博士 (理学 )の学位論文として価値があるものと認める。  
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